
！

ま
衣
挙
げ
ら
が
た
美
文
濤
糾
中
に
次
の
も
の
が
蕊
、
了
注
邑
Ｌ
侯
。

一心凸■

酔寸工凧刃皇息？瀞諺ｚ一言主。《画＆手緬百コ穴幽くき可動酔十３、や§§、乱、舎冒Ｏ香億巻三、二。｜

：切噂言卦一皇剴ｙ弓・琴Ｉ-ｃ概・・ヲ心（半イ艮二画一、革●一屑一免二＋い-コ壽一狸二切置一応のか＋亡ｎＦ婆・

た
し
一
己
の
慰
廻
に
す
ぎ
毒

な
お
・
杜
氏
は
こ
の
本
（

Ｔ
Ｖ
ろ
っ
ゞ
・
一
．
：

・必側一、烏巳国菫一、蝉等等

浄--一訓餓ろい一α十一ｏ夛初、一・．・・，浬抽

いを引ｆ、爵．．”§

い，切十＆一・侮岨・
ザ

エか刃シロン隠弐、ｚベ勲誰

厚《宮恥工一式し蚤、亘葺：工一薇．時一麺。雪像側でぐく。斧一コザ冨夢農允」適う茅締言←ぜ．訟母月置丁。一命一コキゥコ塾一口←一・。。・

ア沁沙一、一〈曾弄・吟侭く心王〉脳恥爵》か心珂３いゃが⑥。鋲一聖十《延言、三一←アブ里、２ロコ延び。鯉フ一一参唾手心三二《一参コ←３匹匡八士。。・

ｍＥＮ厘天〉計乃か艮鷹・』《《、羽今星毎い『ゴ爵》、口永一世．四二．十９尊卑感羊-．．甑、ワヱ十コ早〃一室＆蚤帆仁や刃ィ十。丁一の．

ｍご『ｆ、ェ鋤．”・、普茅爵言黙耳愈く一ｃ烏拳一。章一翼ｎ号一コ｛。。公雲へ茅シ９毒３-，寿苫：．

→

夕

一

天匡没工。刃一〉、手工一之ぷエー一

、当侭『●壗罫鱈孟時く・寺＆ず一ｃざ壱ご、写・〃侭一ぞ壽一丘、里。才ブゴ員ナー・づ０コ十訂まろ凧必畠

今

巾

自

：妄：〉卑弐の司帝零、⑲唾ｇ、『一’応三一Ｊ。『璽了又ぐ色苧匠ェ。〕ごつまぬの一Ｎ、いけ。一匹てひ良一うぐ心斗零擶必到の『吾虞一。震等

と-ず

ｰ

Ｔや

己
の
慰
逗
に
す
ぎ
な
い
．

・
杜
氏
は
こ
の
本
の
蕊
送
の
時
に
何
ゞ

。
●

十
景
曾
攻
堅
三
堅
命
工
動
罫
・

蜂一 菫ざ一緬斎似子且烏く。←’．。星宙喋胃マ畢匠矛）可。２蚕半：３言。く侭単一．瘤工。．。３１厘醜侭堂

一
○

、
一
ゞ
あ
う
弓
日
本
語
の
部
分
の
著
者
畠
と
．
そ
の
作
業
に
誠
す
る
社
員
②
評
語
を
双
脹

患
～ ■ 『

航雲のロ：レフす鳥茅

一Ｆ』

'

が
いぬずぅ四二四コ匹墾びく一両小Ｆ似多．

毒

、 に
汀
う

|5-SS '０８８
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〆

-

〉てぅ聞くと、←

戯
が
箒
の
あ
と
耐
、

〒
う
い
う
毒
よ
い
と
し
て
、
李
雪
に
一
-
と
ｆ
、
雪
か
御
た
論
文
を
．
可
能
可
鵬
リ
手
に
入
椚
了
・
大
い
Ｋ
朗
埼
Ｌ
，（い））

な
び
ら
読
ん
で
い
つ
て
、
ぴ
う
か
〃
す
シ
重
い
掴
、
雷
同
因
善
が
仏
ざ
海
争
い
こ
と
だ
”
、
易
一
氏
は
琴
商
建
『
李
琴
小
宮
Ｑ
〕

中
の
『
末
嘗
得
患
然
后
鶏
詩
／
岨
徒
人
罵
豊
窪
合
臥
及
程
限
亀
竜
」
逢
引
ま
、
一
子
年
誠
に
孝
濤
は
こ
う
い
，
「
わ
り
医
Ｊ

か
た
王
に
得
て
り
了
「
罵
量
牽
合
」
の
八
般
調
、
公
式
化
に
項
対
Ｌ
Ｔ
Ｖ
了
、
二
紙
が
手
浪
他
面
、
李
畜
詩
、
薑

新
語
雲
」
の
萄
因
童
説
明
す
る
、
と
い
う
。
二
帆
に
も
同
感
涯
々

易
蔵
ば
つ
ブ
い
了
．
”
四
人
絹
〃
ぼ
「
路
韓
よ
り
の
出
癸
」
「
主
題
先
行
」
の
た
ぐ
い
仇
濫
調
を
鼓
噸
し
た

ご
脚
ば
奪
欝
と
・
は
対
照
的
で
・
ず
称
ら
が
文
芸
壼
友
党
に
利
用
し
』
す
で
仁
ど
ん
な
ど
ご
弓
に
堕
落
Ｌ
了
い
だ
か
．

を

読

明

寺

ろ

、

と

い

-

フ

。

一

〉て雷くと、あ雪一言李議雷同”〉零心菫憤童生じた例妻驫得漆く。だ蚕具

因
義
は
禁
籾
だ
、
と
り
へ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
②
了
掴
だ
》
い
か
ゞ

雷

同

因

蕊

三

一

《
文
芸
諭
講
』
ら
（
上
海
文
芸
出

一
言
・
言
易
報
走
「
談
李
弩
詩
歌
」
と

文
中
・
次
の
上
・
っ
な
言
葉
が
見
-
ズ
事

詩
鍬
の
創
造
性
主
要
表
現
画
蓋
術
方
迭
上
侭
あ
る
。
。

《
今
Ｐ
マ
ケ

ゆ

一

０

０》＃

同
感
だ
．
そ
う
し
丁
、
こ
瓶
乏
ｆ
弓
少
し
岬
Ｌ
Ｕ
ス
げ
了
、
文
芸
研
究
仮
お
い
一
く
も
漉
剖
水
大
切
下
編
〃
雷
同
（
旧

■

Ｉ

０

文
萱
創
作
で
大
切
な
の
口
創
造
Ｔ
・
詩
は
こ
と
に
独
創
が
大
切
穴
。
雷
同
因
震
は
請
人
に
は
票
物
・
李
萄
の

葵

一

怠

戸

、

ｇ

雑

記

岬

（
上
海
文
芸
出
版
社
一
九
上
九
年
一
月
低
Ｌ
弱
付
に
は
一
一
月
刊
）
・
に
李
蜑
に
関
わ
る
論
文
が

李
弩
詩
歌
」
と
壬
啓
興
「
索
物
托
潰
憤
趣
霊
然
ｉ
冷
談
唇
詩
中
比
的
運
用
」
だ
。
勇
武
の

一一二

一

皇心
、妄 .
今 少

句

垂

ｒ

篝
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タ

Ｉ

当
然
〃
対
李
雷
詩
歌
我
綱
也
宛
当
堅
持
一
分
為
二
・
李
簿
詩
歌
航
反
映
的
社
会
現
実
生
浩
面
鐙
是
此
謡
窄
的
．

．
：
！
・
・
李
詩
也
育
因
多
用
比
喫
涌
請
宏
釣
参
毒
深
詞
滿
参
的
訣
．
農
〃
往
往
眺
識
濾
晦
錘
瞳
．
献
外
、
也
遥
存
任
因

ジ
刻
予
樺
語
珍
而
詩
飼
壹
境
不
沸
完
整
鮒
毛
満
-
前
人
批
評
他
的
詩
歌
ゞ
無
鯉
・
〃
大
約
与
此
不
元
芙
察
．
至
干
他

朗
読
歌
雑
操
看
封
建
性
的
糟
粕
，
蝿
竜
礒
過
子
哀
傷
雲
冷
等
等
←
這
都
是
硬
土
語
階
議
以
蕊
個
人
主
活
条
件
等
拳
他

結
束
的
脹
制
，
不
用
説
，
我
燗
贈
續
以
縦
列
的
漣
富
来
封
待
”

と
リ
ラ
の
壷
読
む
と
．
あ
な
炭
、
毒
見
も
泥
机
か
ま
え
分
意
見
に
￥
、
く
り
で
、
湯
り
ず
ぜ
ん
ケ
・
箒
祁
Ｔ
Ｌ
弱

な
涙
例
場
合
は
露
雷
同
因
萎
え
Ｔ
脚
な
い
、
と
い
う
の
了
す
ず
、
と
聞
き
涙
く
互
っ
。

〃
李
誇
は
若
い
う
ち
に
寛
ん
だ
か
ら
識
会
生
活
体
巖
画
杜
爾
や
白
昌
易
よ
り
少
塚
か
「
だ
の
は
確
ウ
だ
か
、
か
れ

の
詩
噺
は
そ
め
晴
代
と
社
会
茎
択
映
し
灰
ｆ
の
で
、
そ
の
項
峡
の
“
Ｌ
び
た
が
侭
ぶ
ん
勇
武
釣
考
ズ
壱
反
映
め
し
が

た
よ
〃
も
複
雑
だ
と
い
う
ご
ど
す
”
た
。
グ
細
の
詩
が
り
柄
榊
事
よ
う
に
｝
｜
欠
理
診
て
な
い
二
と
け
謝
託
帖
吹
引

い
た
林
同
清
武
の
言
票
が
指
摘
す
石
通
剛
だ
．
意
境
が
完
謹
で
な
い
と
い
、
「
／
識
家
は
Ｌ
は
し
ば
駕
粉
謡
壬
精
読
せ

雷
同
因
義
腕
琴
笛
の
鴎
代
に
ｔ
あ
り
、
易
胤
め
い
う
よ
う
に
、
今
日
矛
-
濁
る
。
→
四
人
組
〃
だ
け
で
工
“
だ
た

の
Ｔ
な
く
・
わ
た
し
灰
弓
、
中
園
に
７
）
日
本
臆
１
イ
ン
ド
ド
弛
苓
約
他
釣
ど
こ
ド
ー
い
る
人
穴
毒
寸
重
上
と
ふ
く

め
元
わ
た
し
た
富
の
な
か
に
雷
同
因
善
例
画
動
ぴ
あ
ろ
〃
雷
同
因
雲
の
方
が
巽
董
噌
・
え
で
創
造
す
石
よ
り
ま
で

０
１
心
』
、
／
、
旧
Ｌ
ロ
、
グ
ー
」
０
，
-
グ
ト
ｒ
ト
ー
八
『
ノ
型
』
ｏ

ず
に
勝
手
な
解
萩
蓬
将
Ｌ
一
け
了

今
日
Ｔ
は
李
蕊
蓬
読
む
人
仇
散
が
驚
く
何
ど
多
く
扉
『
匠
。
（
、
が
日
本
で
”
、
中
国
文
学
の
諾
室
達
閏
い
了
い

弓
大
学
で
は
、
毎
年
咽
一
人
錫
ろ
い
ば
散
人
が
、
李
窒
を
論
題
瓶
滝
人
で
Ｖ
ろ
ら
し
い
。
｝
季
「
・
と
み
な
李
騨
か

世の風あた〃沁少な《Ｖかも．だ

，

い
ろ

。

曇

毒

一

|5.gO |D９０



１

Ｉ

わ
（
し
⑦
な
か
に
顔
ろ
雷
同
因
笛
差
ま
ず
勢
巽
槻
せ
ね
ば
刀
埼
切
。
Ｔ
乃
吋
椚
口
孝
曹
に
封
し
丁
回
す
か
」
Ｖ
て

ば
な
い
か
。

好
宍
な
人
た
寓
乃
の
だ
再
-
フ
・
予
桐
な
ら
。
等
の
人
侯
君
が
、
先
人
の
オ
Ｔ
に
い
つ
（
よ
う
な
こ
と
ま
縛
逼
Ｌ
了

い
可
い
下
・
未
餌
決
⑦
間
患
を
さ
ま
ざ
ま
②
観
点
か
ら
、
徹
萱
的
Ｋ
桧
謝
し
了
盈
た
吟
ど
つ
だ
弓
う
。
先
人
の

論
文
の
四
可
五
つ
か
今
、
よ
い
ど
こ
取
り
を
し
て
気
の
ぎ
い
涙
、
評
論
風
の
論
文
差
仕
立
て
る
ご
〕
ど
池
、
面
白
く
な

い
わ
け
で
切
な
い
が
、
創
造
的
と
口
い
え
ま
い
。
易
氏
の
こ
と
ば
童
使
え
ば
琴
『
尾
臺
壷
合
」
の
八
般
調
参
と
い
．

今
ご
と
仮
な
再
う
。

不
謄
錐
墳
一
・
ざ
罵
一

瀧詑”

『
永
察
大
韓
』
春
八
百
二
十
一
に
元
の
李
塩
（
主
た
ば
増
）
の
『
敬
齋
古
今
鐘
』
の
沢
約
一
条
が
識
フ
Ｔ
Ｖ
要

子
・
…
趣
に
寓
し
祷
事
を
摂
獄
ｚ
孝
君
狗
半
后
任
川
，
生
害
・
詩
蓬
談
手
。
菰
、
ろ
じ
と
旨
く
腱
ず
此
重
雪
竺

い

経
て
、
副
去
媚
め
て
能
く
此
い
語
を
道
血
、
と
。
糸
曰
く
・
然
ら
蔀
》
此
れ
冥
の
中
な
る
と
下
乃
墓
廷
腫
￥
り

迄
芝
吉
ふ
の
み
”
仮
の
其
釣
縦
く
す
石
看
ば
則
ち
是
価
Ｌ
異
る
。
一
も
武
（
形
）
を
挙
げ
ざ
る
に
、
舂
声

９「ざ方

の
外
．
至
到
せ
ざ
看
な
く
、
一
し
服
を
擬
｛
、
、
ま
る
侭
執
毫
の
末
、
照
了
は
》
下
る
写
し
・
是
乏
皇
く
ご
童
寺

．

、

、

し

・

筵謂、かなり姶才なる弛めば、三才物才価塘Ｌ”蓋し人ｚ大地と〉零跡斯以乃》川〃壁脳了此の墳拳一

途号

経て．誰く此の諾萱道はし肋は-則走冥例才炭ろや歴Ｌ・宇美馬董詠些ｌ鼬や一亭和．同舎小

芝ご馬杢潤なく・真脹死生一趣計するに堰、小、と。子美未だ脚すし北曹了此の馬に静らや、ろ毎

ひ

句

ｅ

や

一

〃傭長吉、難穿逼いま祷逹状Ｌ冗馴弓云ふ。迂禍石を鰊、了天主浦へ河鍵石飛照天篭いて款雨

、-、、匙グ

《》一己

、

… ￥､ 痔

|5-gl '０９１



｜眠』恥■■・
■
Ｆ
-

Ｉ 』
一一 、

体
験
し
た
か
ら
と
い
う
了
、
〉
て
毎
体
歌
舞
一
諾
温
る
と
は
き
ま
っ
て
お
ら
す
善
れ
了
も
体
験
し
涙
と
ぎ
の
感
動
２

が
現
ま
ね
ろ
と
か
ぎ
令
ず
、
自
分
で
表
現
辛
、
手
渥
と
罵
っ
て
も
．
他
人
に
感
動
蓬
唯
莚
で
ま
る
と
阿
限
翁
な
い
。
ｇ

あ
の
有
名
な
鶉
事
件
途
、
李
箪
剛
自
分
で
卿
直
轄
卜
側
向
一
つ
三
っ
て
い
な
い
．

５

わ
た
上
侭
弓
、
轄
愈
の
「
講
釣
弁
」
グ
ハ
ー
患
瑚
し
て
、
篝
”
弱
舸
こ
獄
の
毒
い
あ
ら
わ
柄
ろ
く
や
Ｌ
ざ
・
毒
箒

二
に
結
心
つ
け
る
水
、
童
抓
だ
け
当
っ
て
い
署
沙
は
杓
か
ら
写
い
，

境
と
語
の
乖
離
を
察
切
に
士
這
る
と
二
ス
．
か
今
詩
人
は
辛
の
語
を
舗
害
は
ビ
い
て
い
る
は
ず
だ
．

、

ば

じ

荘
周
は
弾
き
弓
で
カ
サ
サ
ギ
を
ね
ら
う
了
-
我
が
身
途
志
械
た
お
の
舸
董
鍬
お
と
し
辰
．
き
す
が
は
達
人
了
あ

る．鋤くら錨がひょつくり当フ了皇ゲ落ち了池・、ついぼ舸Ｌか総えないわ穴し区「山木篤」の

」
ゞ
ｔ
琿
些
毎
し
毎
←

詩』》逗暮と長吉調に案して親世く真切燕に違令人や。其例此約境壼経季して誰く此の語逢遁北

《“鋤批専の孑美たる跡以心長吉の長吉涙琴鮒胤、と。一圭之か烏臆哩一獺たり・

似
凌
よ
う
な
こ
と
差
若
Ｖ
頃
例
杓
た
し
池
弐
一
李
長
吉
』
鬮
廼
１
-
で
い
う
汽
二
返
郊
″
編
蓉
”
近
術
的
文
芸
一
ぐ
は

常識だが、中国例簿銃請に睡詩な事実を識勺池のといフ観念ぴあシ言》錦議畜翁三葉が譽句とＬ

了一坐を圧倒しえたのだ。銚文鴬が李雷洞舗蓋才べて一八祁獅政淘幸哨菫弄に結び「ごＩ←解釈-」よ、フ

とするのは敬斎と脚反対の一般的観今》の方侭晦雫、寸キ、了いろの了拙稿一奉王款酒」ＴｔＶ『．八

よ
う
に
、
そ
う
い
う
二
と
か
》
か
れ
い
誇
鶏
、
塞
発
点
に
二
“
の
条
蒔
と
Ｌ
-
Ｉ
夷
『
＃
辰
に
Ｌ
一
″
；
遥
、
か
綱
列
逗
嫁
刀

Ｊ
Ｐ
Ｇ
二
・
■
’
０
・
凸
や
『
も

脚
い
つ
ま
で
も
出
発
罠
に
停
鴬
し
一
く
い
な
い
。
「
エ
マ
ー
ョ
エ
ル
-
天
人
-
』
と
い
う
畉
画
を
莞
→
-
、
古
く
ざ
い
な
、

と
馬
「
た
の
は
『
必
ず
此
切
境
を
軽
て
則
ち
妬
竺
ｌ
誌
く
此
の
諾
を
道
、
河
」
式
の
観
念
が
硯
の
映
画
の
主
題
と
な

Ｉ

フ
了
い
ろ
う
Ｌ
く
感
じ
た
た
め
疋
君
、
っ
。

＝

窪

Ｉ
卜

二

鴬一一Ｊ
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八
世
縄
の
末
に
圭
椥
九
世
紀
の
削
期
に
二
十
七
満
下
死
ん
だ
牢
震
ば
，
「
亀
才
」
と
ェ
ば
椚
辰
が
、
二
十
世
知

の
前
幸
腫
は
な
お
索
ア
ジ
ア
切
二
、
一
一
一
の
国
の
好
事
②
人
に
知
埼
執
る
淀
吋
だ
、
肢
”
》
Ⅷ
議
半
に
八
『
マ
に
桐
か
に

注
目
達
涜
び
、
昨
秀
価
詩
箪
何
日
本
語
と
美
諾
で
全
謹
式
帆
、
部
分
段
に
ロ
ド
／
１
シ
諾
な
ど
の
赫
謹
も
遥
、
紹
介
や

研
究
側
唯
約
諾
圏
に
も
項
》
ひ
、
一
九
上
九
奪
い
こ
ん
に
ち
で
徹
才
で
賑
『
世
界
の
詩
人
」
と
し
元
・
文
學
に
閥

あ
の
語
を
談
人
で
や
、
：
と
荘
周
の
・
ズ
今
さ
に
謡
づ
室
ロ
ヒ
防
旋
ゞ

李
篝
が
一
一
十
亡
歳
Ｔ
死
ん
だ
か
ら
か
細
の
「
世
界
」
が
小
て
、
い
な
ど
と
何
”
と
て
も
毒
ズ
め
ゞ
李
杓
獅
了
表
面

的
に
い
つ
了
も
、
か
脚
に
教
え
第
椚
了
四
十
才
ギ
、
て
胸
た
し
け
ぼ
じ
鉛
Ｔ
『
将
伽
斜
塵
を
読
ん
だ
”
菫
齋
紳
一

試
何
ス
リ
ラ
、
一
カ
Ｋ
行
う
了
蝶
憾
ワ
リ
蓮
フ
グ
け
-
１
い
炭
〉
一
、
う
だ
。
〒
の
詰
乏
聞
い
た
と
宍
、
い
か
脈
も
浪
今
し

い
『
糯
伽
鐸
』
の
読
典
方
だ
な
笙
罵
「
た
が
・
耳
-
人
な
敏
想
は
富
約
な
〃
「
涙
。
北
竜
ｚ
人
彼
ｆ
『
袴
湘
溌
』
両

知
っ
て
無
し
い
。

境
と
諾
と
は
、
ど
こ
で
つ
な
が
〃
、
ど
こ
で
委
打
ろ
の
か
。

一
様
伽
経
』
的
主
頴
び
ご
綱
だ
と
い
つ
了
小
翁
雲
卜
ま
し
出
せ
可
叶
釣
が
『
鍔
伽
謹
』
の
主
憲
だ
毒
う
が
、
境

と
語
の
か
ヴ
わ
り
か
そ
い
中
の
一
つ
切
間
顕
で
凝
る
こ
と
は
確
か
だ
。

仏
共
は
差
が
手
で
す
-
な
と
ど
逃
げ
を
打
た
す
に
：
苦
い
人
た
ち
か
こ
こ
に
も
逓
出
Ｌ
了
い
ろ
ら
し
い
こ
と
を

い
『
糯
伽
軽
』
の
読
典
方
だ
な
些
罵
「
た
ヴ
・
〉

ご
と
な
ん
ぞ
思
い
出
Ｌ
池
し
な
い
鞠
、
付
だ
．
「
庇
“

『
季
篝
論
考
』
「
あ
こ
び
き
」

ｄ

も認

◇ ｡ .
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ｌ

Ｉ

ｉ

ご
ｆ
葦
「
に
も
徒
の
知
友
や
出
腿
か
令
周
篠
・
の
謎
い
を
受
け
涙
ご
と
が
洞
ろ
が
．
ゐ
な
辞
退
し
て
き
た
．

惠
目
漱
石
は
「
馴
天
去
私
」
と
い
つ
尺
が
・
李
窒
〃
「
則
私
古
天
」
だ
言
う
-
と
考
え
辰
二
と
が
あ
る
．
￥
の

営
至
は
と
他
か
く
、
ｈ
炎
Ｌ
の
李
蕾
へ
の
鯛
叩
付
ま
っ
温
く
馴
私
去
天
で
、
『
方
向
』
な
ど
に
發
表
Ｌ
た
も
の
弛

公
的
な
意
味
を
も
た
め
ひ
と
〃
合
詫
の
票
穰
に
す
ぎ
な
い
．
永
年
つ
ぎ
あ
っ
て
何
宍
た
が
、
今
も
こ
く
が
例
は
桐

手
壬
今
日
仁
い
辰
ラ
碇
”

い
と
め
意
向
差
示
さ
打
た
・
“

こ舸聿にも他の知素出疑合同篠の謎いを言涙ごと雲簑

一九七八琴の夏侭感することがあり-教員生活達や毎重乏咋苓易、〉千両準備をす寸肪、一九

七
九
年
一
月
ゞ
ほ
ぼ
始
末
が
「
／
い
た
。
ぼ
つ
ぼ
「
『
奉
遷
罰
汽
』
亭
十
五
鏡
に
ひ
ウ
ス
ラ
と
痔
っ
了
い
葛
と
二

日
十
日
、
朋
友
毒
店
主
の
土
江
澄
舅
氏
が
来
訪
、
ゆ
八
Ｌ
約
李
弩
に
開
寸
葛
文
章
を
一
冊
に
ま
と
鋤
了
洲
丙
し
た

臆
差
も
つ
ぼ
ど
の
人
可
ら
ぞ
の
昌
乏
知
う
め
ご
と
至
恥
と
可
言
ま
下
に
ケ
っ
尺
？

一
九
三
五
毒
前
潰
峠
偶
然
か
打
乏
知
『
た
ｈ
た
し
ぼ
、
た
章
診
ま
ち
要
り
つ
か
れ
、
作
品
を
霊
む
汲
切
に
大
學
の

諄
戒
芝
支
那
摩
に
蓉
韓
Ｕ
，
一
八
四
一
年
、
卒
業
論
文
に
「
李
戻
吉
」
達
薑
李
へ
一
丞
奎
二
幸
友
の
中
執
歌
と
創

釧
Ｌ
穴
同
人
雑
誌
『
方
向
』
に
ほ
ど
人
と
一
母
號
か
桝
に
つ
い
て
勿
文
葦
を
誇
表
Ｌ
辰
，
一
九
五
四
年
か
ら
足
か
命

二
十
六
年
つ
と
防
浪
私
立
大
學
の
報
誌
『
人
文
諭
叢
』
に
寄
稿
し
灰
也
切
鈎
大
部
分
も
ず
れ
に
関
わ
る
”
《

一
九
七
一
年
一
月
二
十
九
日
-
杓
た
Ｌ
口
個
人
雑
誌
『
李
奮
融
究
』
を
創
刊
Ｌ
辰
《
識
旨
何
巻
頭
〆
掲
げ
る
沢

の
記
事
（
『
率
窒
読
究
』
脈
つ
い
了
’
１
ｉ
省
略
）
で
朗
昌
か
で
あ
弓
、
フ
。

こ
う
月
に
一
、
冊
の
目
標
け
、
〉
→
ｌ
の
年
に
け
票
Ｌ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
急
〃
一
九
-
ミ
ハ
ヰ
に
茅
十
四
號
壷
出
Ｌ
灰

窪

Ｉ

義

|５-９４ 旧９４



４

凄
何
い
手
の
琴
例
名
で
あ
る
。
な
お
『
方
向
』
創
刊
の
と
き
に
は
亡
妻
千
美
が
製
本
-
｜
蕊
菫
を
肋
け
た

六
可
-
發
憤
Ｌ
〆
了
の
鐸
告
歩
は
い
り
が
、
曲
が
り
な
り
に
ま
し
十
四
張
手
で
轄
伺
え
た
詞
は
、
請
者
諸
管
の
涙
た

た
か
い
支
持
仮
よ
る
二
返
壱
う
ま
で
ｔ
な
く
、
土
江
武
夫
妻
可
ら
び
に
朋
友
書
奮
晨
②
各
位
の
こ
い
時
々
振
る
輔

た
Ｌ
Ｆ
と
、
元
口
謡
り
に
く
い
存
在
で
、
い
つ
駒
ま
に
か
う
ず
だ
か
く
な
「
炭
文
章
口
、
「
購
ら
樋
」
と
い
う
基

調
を
さ
ま
ざ
ま
に
霧
毒
し
て
｛
た
だ
け
の
よ
う
に
葱
ぜ
ら
紺
ろ
。
二
綱
が
講
退
の
ひ
と
つ
義
理
由
で
編
ろ
ゞ
土
江

氏
に
士
こ
の
琿
由
を
述
べ
た
が
．
￥
”
私
繭
乃
ひ
と
り
合
黙
勿
緊
橲
を
出
そ
う
で
は
涙
Ｕ
ま
ぜ
／
ハ
→
か
、
竺
氏
ば
あ

蔵
に
士
こ
の
琿
由

と
へ
Ｕ
ず
れ
な
い

と
ご
葛
で
、
杓

一
九
上
一
年
（
辛
亥
）
義
憤
す
る
ご
ど
笏
．
Ｖ
、
一
月
十
一
日
《
個
人
謂
談
『
事
，
窒
罰
一
一
重
舞
刊
乏
洪
意
し

亭
文
の
草
稿
走
一
ノ
く
る
。
創
刊
裁
藷
行
の
日
臓
一
月
一
一
十
六
日
即
南
釦
域
水
子
㈹
余
日
と
藍
ご
“
十
六
日
、

序
文
乏
油
印
箒
紙
に
刷
考
”
！
‘
；
-
二
十
九
日
，
表
紙
重
刷
り
課
リ
、
本
文
の
剃
り
了
っ
た
三
十
三
箒
予
下
蓬

伺
さ
肉
、
併
前
に
供
え
、
幻
滅
水
子
蒜
月
命
日
の
回
向
す
．
‘
：
↓
前
日
の
二
十
八
日
、
朋
友
書
富
士
江
宣
舅

言
本
誌
の
融
書
至
引
言
う
同
冷
ろ
”
二
伽
も
因
鯨
。
言
の
友
情
に
多
謝
す
．
三
十
日
、
製
本
脈
か
か
リ
ー

蕊
、
こ
の
事
を
助
く
、
三
十
一
日
よ
り
二
月
三
日
ま
で
八
竪
試
験
漏
る
北
、
こ
の
業
圃
歸
宅
祷
に
側
丁
籍
威

；
！
-
三
日
、
九
十
一
一
船
全
部
製
本
し
了
ろ
。
郵
走
弱
行
の
杓
楓
・
こ
こ
に
小
志
切
等
一
歩
逢
建
ぐ
ろ
向
、
亡

堤
昌
の
霊
の
末
リ
助
く
る
と
。
辱
の
悲
母
⑦
債
に
よ
る
と
い
う
べ
し
。
一
九
七
一
年
二
月
蚤
日
-
祷
十
一
時
識
，

杓
た
Ｌ
の
保
存
才
宅

｡

《》『
李
雷
研
究
』
創
糾
親
公
表
紙
う
ら
に
次
の
←
-
-
二
阪
雲
蕾
」
く
い
ろ
・

、

､農

品 ＝
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手
ざ
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こ
楓
に
“
負
『
季
弩
研
究
』
十
四
冊
の
文
章
を
加
え
ろ
と
、
四
邑
宇
環
稿
で
は
ほ
ぼ
三
千
枚
に
弱
尺
リ
、
と
、
三
く
い

一
冊
に
收
紡
か
拘
る
。
本
琶
で
ば
、
劃
判
読
か
ら
奉
四
論
ま
で
の
大
部
分
蓬
濫
叫
、
「
釦
刻
李
長
吉
詞
蘂
剛
永
田

調
実
街
」
「
篝
光
」
｛
永
田
調
兵
筒
練
達
」
『
曇
鉤
」
（
い
ず
舸
斗
》
扉
四
・
読
航
識
）
乏
割
篭
Ｌ
・
箏
十
暁
か
ら
琴

長
吉
覺
書
け
」
謙
十
一
読
か
、
今
「
『
李
諌
過
』
浦
童
」
を
係
っ
た
”
各
號
の
目
沢
口
別
に
掲
げ
ろ
ず
、
本
蕾
に
順

防
大
な
か
っ
た
ｔ
の
何
．
後
に
梼
會
が
砺
舸
ば
別
に
一
冊
に
ま
と
湖
ろ
こ
ど
Ｋ
な
ろ
だ
易
う
。

本
文
←
附
録
と
．
Ｌ
に
等
打
ぞ
細
一
け
ぼ
執
聿
喉
娠
排
列
Ｌ
に
・
こ
の
た
び
の
編
集
に
あ
た
ぅ
了
つ
け
ろ
注
芝
「
鵜

注
」
ｚ
よ
び
、
這
篭
軍
湯
前
に
文
字
乏
川
一
、
、
く
し
て
網
一
み
込
ん
だ
ゞ

》
迄
筵
の
肇
拠
な
誤
記
誤
植
を
正
Ｌ
、
澪
手
ば
ぼ
噸
童
篭
に
統
一
し
ゞ
行
間
を
罰
約
Ｌ
仮
ほ
か
は
、
蕊
表
時
の

表
ま
に
し
た
。
文
章
の
冗
漫
・
重
複
が
目
立
ち
・
表
弐
法
に
つ
い
Ｔ
約
霞
定
見
が
反
朕
し
て
肌
か
Ｌ
い
が
、
わ
八

Ｌ棚着侮りすべてが〉て、っないであう元、〉一Ｉ御逢人の目にざ、らすと漆楓は、過去豹黒潮醜腿も霜衿

憾
白
う
か
よ
い
と
思
う
尺
ヴ
ら
で
あ
る
・
同
じ
理
由
て
、
引
用
詩
-
又
②
訓
竈
や
翻
篝
の
拙
劣
と
過
誤
し
保
存
Ｌ
・

『
李
覺
読
究
』
蕪
刈
才
沌
に
・
．
か
綱
に
鍔
れ
了
い
ろ
胴

の
這
り
Ｔ
、
一
本
篝
に
收
肋
ろ
も
仇
何
畜
読
に
Ｏ
壷
柵
党
た

こ
楓
に
“
負
『
季
弩
研
究
』
十
四
冊
の
文
章
を
加
え
ろ
と
、

誰
に
對
寸
ろ
蟻
鰯
と
同
埼
の
た
釡
も
鰯
下
謁
つ
だ
と
言
杓
ざ
ろ
董
蒔
な
い
か

私
闘
な
妄
室
冗
詣
焦
挙
謡
寺
こ
と
に
よ
→
マ
朋
友
雪
害
切
蒙
ろ
べ
宍
、
信
用
の
減
少
ビ
鰡
濟
の
揖
失
達
あ
も
う
之
．

爵
わ
ず
に
何
お
揮
奪
噂
喝
：
だ
が
へ
￥
舸
弛
額
亮
な
く
て
よ
い
と
建
例
今
舸
・
理
解
仮
蒲
ぢ
だ
勧
奨
に
お
り
が
た
く

従
勺
ご
迂
吹
Ｌ
汽
・

屯●一。-》一寺ｃ一千←』子今巳甲

ト

ー″■１二二『一一〃、幸←ザ・→：０、。

二一

か
綱
に
鍔
れ
了
い
ろ
わ
辰
し
公
文
童

篭

一

》

ほ

割
洲
競
に
褐
げ
灰
式
籾
表
（
曹
蹄
）
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あ よ こ 今ラ ョ 獅 槽 ３̅ て 了 で ｰ さ
↓ ↓ ５

３７七と13・ 重 二 ・ 李
４ の 壽 l l 篝
行 で ， 詞

潔 樹 索 ↓
1丁に２６↓季
' て よ - 秦 覺
↓ フ ’ ３ 王 詩
露 了
わ = m . 1 5 5
に３１長．．

・阿 I 5 1 5
３８４含

､↓陳浮
６ へ 一 元 画一 バ ー

漉 長 吉 荷
罵 行 何 ↓ ↓
龍 綴 含 棟 、
薑 ・ 隆 允 間

慧上〃壹痔
考 獅 ９
１ 行 中 I 8 ･
湊 饗 阿 ・ ９
龍 一 合 ７
富 ｊ ， 索
錐 ３ ３ - 有 蜀
斗 ・ 中 今 本

菅
「
あ
と
グ
キ
、
」
に
毎
乱
す
よ
う
な
双
壽
一
ぐ
『
李
篝
論
考
』
水
渇
い
か
け
な
く
孔
刊
行
ま
れ
春
一
這
に
な
り
、
五

局
十
一
日
、
崇
稿
壷
絢
穴
し
、
，
亡
胃
な
か
『
云
珍
か
ら
初
按
刷
叫
願
出
何
じ
め
・
汽
月
に
は
い
可
了
中
断
Ｌ
、
二
と

」
二
月
．
の
こ
り
の
初
校
一
筵
了
え
た
．
再
校
の
出
ろ
の
に
晴
悶
が
か
か
り
そ
う
な
の
丁
お
か
げ
帝
氣
Ｋ
か
か

奇
い
尺
『
李
鶯
験
寅
』
十
五
芝
編
む
こ
と
が
下
芸
だ
』

詩
に
闇
遣
い
の
墓
Ｌ
Ｕ
Ｌ
の
は
編
汪
で
訂
正
Ｌ
に
、
一

勺

の
《
本
書
悪
ら
⑦
選
樗
何
高
橋
氏
の
・
助
三
に
雲
ラ
．

の
函
本
妻
悪
産
⑦
達
樗
洞
壽
樵
房
⑦
即
言
ｒ
鬘
、
ラ

李
窪
に
開
寸
ろ
わ
尺
Ｌ
の
岬
業
ロ
、
手
の
訊
挽
か
ら
今
日
に
い
辰
ろ
ま
で
歌
定
雲
、
椚
め
多
く
の
方
々
の
罵
蘋

によ、了辛うじて持籍Ｌえた勿工の〃了・各乏Ｖ引貼琴げろへ一と巳ｆ可能で温葛、幽明雨界の元

に
よ
「
了
辛
う
じ
了
椅
籍
Ｌ
穴
凌
ク
マ
一

価
方
々
に
、
こ
こ
に
お
「
く
感
謝
す
る
《

一
九
七
九
年
四
月
十
二
日
一
五
・
ｍ

＝

本
号
正
…
叢 一

一

一》一
呵
二
カ

ー

一 二

＝ ～

一
房
霧
票
方
針
同
高
擴
達
明
ゞ
土
汀
跨
一
舅
ゞ
中
莉
畝
の
二
一
貫

■

． ＝
ｰ

寺

＄

Ｉ

票

田

憲
Ｆ
一

狼
一

|5･g7 '０９７

１



ぺ

圖
考
弱
・
哩
鎧
明
圭
、
ｎ
尺
糖
ｌ
」
た
↓
證
明
缶
、
桐
た
髻
瓶
-
」
に
酬
呼
び
退
き
、
拭
派
崩
吹
照
天
、
桝
て
↓
《
叫
び

返
さ
洞
唇
月
に
照
夫
、
椚
了
＃
雌
・
４
謂
・
ご
と
い
、
フ
ｊ
謂
、
小
」
篁
士
碕
側
い
つ
岨
、
９
、
去
る
に
み
↓
去

石
に
臨
み
←
“
・
旧
（
舟
雨
叩
鶇
兒
）
で
酒
で
↓
（
受
一
剛
小
鎮
卓
鋤
）
釣
酒
で
妬
・
３
／
１
４
雲
加
で
あ
る
↓

雲
漿
了
あ
る
恥
ゞ
１
１
８
》
印
刷
の
調
子
の
雲
〃
含
ｋ
不
明
②
毛
の
が
一
曲
ろ
例
で
全
文
を
左
に
。

Ｔ
は
「
奏
王
飲
酒
：
の
主
題
減
何
か
。

ひ
と
こ
こ
で
い
え
は
「
秦
王
」
す
承
桐
君
中
園
の
酎
直
土
に
對
寸
毛
魂
刺
滝
云
う
．
た
だ
、
燥
氏
の
い
う
ゞ
一
世

妻
無
涯
・
人
生
有
蓋
″
へ
の
詠
票
手
蓉
排
除
-
す
ろ
も
の
で
は
な
い
。
〆
出
凄
察
暹
人
圭
岡
壷
診
ず
な
わ
弓
諸
行
黛
８

常
を
ま
と
今
ず
に
世
俗
の
権
力
一
卜
固
執
す
る
「
奉
王
」
へ
の
調
刺
な
の
庇
「
泰
壬
」
、
對
朧
存
任
迂
-
」
了
堯
・
的

雷ら中園の古塞王王掲げずに天竺一ゆ韓輪菫十一を伏せ了おい八ン｝こ君か．李遥錫新一電マ弱君、っ”

瓠制は、二三票下人達刺す刀だ。この刀口・しケし人を刺一４とキ、、訂を執舂主正し同爵脈刺覗
Ｓ

ぶ
り
正
確
に
い
え
ば
、
冒
勺
の
疋
臓
を
刺
し
書
Ｖ
詫
卜
人
一
卜
よ
、
了
し
か
行
使
を
計
志
な
い
刀
汽
亭
室
汀
咬
Ｌ
了
９５

『
！
恥
・
部
泥
か
洞
・
勺
の
い
｛
ノ
↓
か
椥
今
の
い
う
別
・
９

よ
な
↓
こ
の
ぷ
う
な
引
・
門
韓
鎮
聖
王
↓
韓
輪
聖
王

戒
日
の
↓
戒
旦
士
の
万
・
〃
ｏ
古
請
剃
と
↓
差
精
勃
と

も
效
果
乏
發
樟
Ｌ
な
Ｖ
刀
だ
。

け

一

一

竃

￥
打
五
百
の
-
↓
等
価
ぞ
棡
五
臣
の
的
耒

馴
・
〃
易
、
た
ろ
う
」
↓
あ
っ
穴
君
う
」

．や『禽垂

◎

こ
び）ク

’



コ
ー
ド
』
航
收
）
に
沢
の
文
章
が
あ
る
。

レコード壷少しずラ注竜Ｌ了きくよ、っ雁なろうち、商｛壷納・←城評が一気に可言徳よ、（／にむずつ尺

自分がひどく感化-｝た演奏②しコード子同なく、棡了いたり、〉元、『／一ｔなくとも、一ラヘ月垂の雫、

ま
〃
女
句
Ｔ
片
づ
け
・
局
舸
了
い
振
り
す
る
と
、
自
分
の
こ
ｘ
の
』
＋
、
っ
ド
ゲ
ー
″
か
り
；
し
、
晴
に
、
態
も
-
立
つ
．
９９

《
ま
だ
、
音
蕊
会
で
ロ
よ
ほ
ど
の
二
と
で
毛
な
け
制
ば
ま
同
ぴ
い
作
品
壷
と
り
あ
け
一
に
し
。
-
，
ド
に
『
ｖ
了
§
０

〉
了
つ
い
う
こ
と
に
ま
る
Ｔ
考
這
蓬
払
『
〃
て
い
な
い
，
た
だ
し
う
試
験
の
苔
素
を
株
二
子
石
為
匠
い
に
、
-
『
孝

、、手すいてねり土-って耐く籠瘻に対する一欠篠。：…：。一日琴家濱奏家た弓池-ヰナーに、一酬い：ハた《フ

有
望
々
が
霊
感
に
副
寓
了
い
た
と
グ
、
あ
と
の
時
代
に
な
る
同
ど
技
術
が
進
む
と
か
い
ラ
ニ
と
は
な
Ｖ
ｚ
ぐ
も

〉
マ
綱
ぞ
伺
い
在
り
方
と
そ
毎
で
例
の
鯖
代
と
の
様
式
に
お
い
了
、
作
品
に
封
ｉ
菫
直
な
閣
除
順
調
覇
の
不
況
旧

ろ
”
つ
ま
り
-
ど
の
人
の
癩
奉
サ
レ
一
万
で
何
重
宍
の
中
丁
杷
え
な
げ
楓
は
な
、
う
な
り
と
同
時
に
ど
の
人

一

」

●

㈹
濾
奏
も
、
予
納
自
体
価
価
値
と
弩
欠
万
の
体
堯
と
Ｌ
可
・
〉
了
の
内
部
叩
評
価
で
、
れ
ろ
に
直
す
ろ
の
だ
。
：
・
-

力
十
ダ
の
ビ
ア
ニ
ス
Ｌ
-
、
〆
し
ン
、
？
ｌ
ル
ド
。
こ
の
人
な
ど
、
今
で
は
や
辰
ら
〃
に
有
名
に
万
た
け
洞
ど

池、かつ了伺ただＬ・っ奇矯児扱い夫、柄ろか、しつとひどい場合ば灘殺天、桐了い辰．術のし

コ
ー
Ｆ
で
塁
も
早
く
出
た
例
の
一
つ
は
く
Ｉ
ト
ー
堀
エ
ン
の
作
品
一
○
九
-
二
○
、
二
一
の
三
曲
の
ご

アノ・ソナタ蓬紬防たしの雇ったと覚・えているが、……ま侭彼のひいたバッハの《コールド

一七

ペ
ル
ク
変
秦
曲
ｖ
な
ど
池
葵
行
さ
椚
了
も
§
夫
、
Ｌ
賑
汪
幸
亨
』
ひ
か
ぬ
ま
ま
に
舎
厘
娠
践
っ
マ
い
涙
．
〉
元
、
っ

ｆ

あ

と

誹

奈

吉
田
夷
組
氏
の
評
論
に
は
堂
〈
感
す
る
こ
と
・
教
Ｘ
ら
細
る
こ
と
が
多
い
。
「
し
「
’
１
ド
と
私
-
」

一霊．

一一膏い卒

７

（
『
一
枚
の
し

戸



叫 声 寺 １１
値:｢.,、唱
嘩 雲

、

一

ｑ

の
が
少
く
な
い
よ
、
う
た
。

二
価
乏
読
人
Ｔ
Ｖ
石
と
、
ど
の
分
野
Ｋ
も
似
尺
現
毒
や
問
題
ぴ
あ
石
の
た
な
．
と
馬
う
。
〒
う
Ｌ
了
失
望
す

る
こ
と
し
い
ら
な
い
」
．
期
符
Ｌ
寸
宗
ろ
こ
と
し
い
｛
ゞ
な
い
な
、
と
患
う
。

似穴ようなこ筵董い、っにＬ了、弛人がうぐ・フ／星雲、球する一子令な言い方がある。吉囲武の文章か帯

、

い

も
つ
ど
逃
、
：
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ス
か
ら
ト
ゲ
王
削
り
と
う
穴
ら
・
ヘ
ビ
は
喜
ぶ
か
沁
Ｌ
柄
な
い
が
、
へ
岸
ラ
ホ
ラ
ス
Ｏ

Ｔ
ｎ
な
く
な
う
え
Ｌ
ま
、
っ
，
お
の
れ
の
蕊
い
姿
差
諄
Ｌ
い
と
い
い
く
ろ
例
ろ
気
ロ
な
い
。
ト
ヶ
を
鵬
Ｕ
露
と
Ｌ
辰
へ
Ｕ
０

⑦

一

く
可
ろ
時
た
つ
元
あ
る
の
だ
が
-
ヘ
ビ
／
ボ
ー
ラ
ズ
は
や
っ
ぱ
リ
ト
ゲ
だ
ら
け
で
・
容
営
仁
土
に
立
二
-
い
る
の
だ
５

一
九
八
○
年
五
月
二
十
八
日

１

の
一
興
型
尺
な
、
一
江
尾
か
”

文
章
壷
書
く
鰍
上
は
〒
勺
濁
り
庭
い
と
尾
＃
っ
が
、
胸
促
Ｌ
ゆ
書
く
も
の
に
ロ
人
に
反
祷
董
電
え
ま
せ
る
体
勿
七

色

し
て
ご
抓
は
．
今
日
で
何
．
ひ
と
り
グ
ー
ル
ド
の
入
獅
た
す
ぐ
て
例
し
コ
ー
ド
の
中
下
と
い
う
芦
げ
で
な

く
戦
後
の
あ
ら
ゆ
る
し
コ
ー
ド
を
逼
じ
了
記
念
・
碑
鋪
な
竜
漆
を
も
つ
礼
価
と
課
坊
ら
獄
了
い
ろ
勿
仮
，
日

本
で
は
今
丁
も
人
へ
コ
ー
ル
ド
ペ
ル
ク
ｖ
は
う
、
一
ド
フ
ス
ウ
仁
限
暮
Ｖ
な
ど
髻
言
う
了
す
ま
Ｌ
Ｔ
Ｖ
ろ
批
評

家
叱
い
ろ
．
γ
：
；

蕗壼
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